
鶴
岡
市
総
合
計
画
（
平

成

～

年
度
）
の
後
期

21

30

基
本
計
画
（
案
）（

～
26

30

年
度
）
が
ま
と
ま
り
、
市

で
は
３
月

日
ま
で
市
民

27

か
ら
意
見
公
募
（
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
を
求
め

て
い
ま
す
。

５
つ
の
文
化
都
市
宣
言

本
市
を
取
り
巻
く
状
況

と
し
て
、

①
少
子
高
齢
化
を
伴
う

人
口
減
少
の
進
行

②
地
域
経
済
・
雇
用
情

勢
の
低
迷

③
自
然
災
害
に
対
す
る

不
安
の
高
ま
り

④
地
球
環
境
・
資
源
の

制
約
の
高
ま
り
、
を
あ
げ
、

成
長
戦
略
と
し
て
「
鶴

岡
ル
ネ
サ
ン
ス
（
再
生
）

宣
言
」
を
据
え
、

①
創
造
文
化
都
市

②
観
光
文
化
都
市

③
学
術
文
化
都
市

④
安
心
文
化
都
市

⑤
森
林
文
化
都
市

の
５
つ
の
文
化
都
市

宣
言
に
基
づ
く
施
策
を

中
核
的
取
組
み
と
し
て

推
進
す
る
と
し
て
い
ま

す
。

地
域
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

さ
ら
に
、
平
成

年
19

度
に
策
定
さ
れ
た
「
地

域
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

見
直
し
、
市
町
村
合
併
の

理
念
で
あ
る
「
多
様
性
の

発
揮
」
を
実
現
す
る
た
め
、

所
要
の
施
策
を
講
じ
て
い

く
と
し
て
い
ま
す
。

計
画
を
推
進
し
て
い
く

た
め
に
、

①
市
民
・
地
域
・
行
政

の
協
調
・
協
力
に
よ
る
総

合
力
の
発
揮

②
地
方
分
権
改
革
へ
の

対
応
と
行
財
政
改
革
の
推

進
③
地
域
の
実
態
を
踏
ま

え
た
国
な
ど
へ
の
提
言
要

望
、
を
掲
げ
、

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
」
を
始
め
と
し
た

分
野
別
施
策
を
６
章
に
わ

た
っ
て
整
理
し
て
い
ま
す
。

鶴
岡
市
は
こ
れ
ま
で
、

合
併
調
整
に
よ
る
旧
町
村

の
独
自
事
業
の
廃
止
を
進

め
、
地
域
庁
舎
か
ら
予
算

や
権
限
を
本
所
に
集
中
し

て
き
ま
し
た
。

「
地
域
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」

が
本
所
の
考
え
る
範
囲
内

の
も
の
と
せ
ず
、
少
子
化

対
策
の
た
め
に
は
、
旧
町

村
が
か
つ
て
持
っ
て
い
た

行
政
力
を
復
活
・
強
化
す

る
施
策
こ
そ
必
要
で
す
。

町
内
会
独
自
に
「
ラ
ン

ド
セ
ル
贈
呈
」
を
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。
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ＨＰは「藤島 加藤鉱一」
と検索で入力を。

発行経費にカンパをお
願いしています。民報
配布者にご連絡下さい
（月２００円程度）
3月 6人 8,100円
2月 31人 34,750円

【藤島】
1) 農業関連資源を生かした地域振興の実現
・人と環境にやさしい農業の推進
・米作りがさかんな庄内農業の中心である藤島の情報発信
・地域の未来を担う子どもへの食農教育などを通したふる
さと意識の醸成
・庄内農業高等学校と地域との連携推進
2) ふじの里づくりの推進
・歴史公園を活用した藤島地域の魅力発信
・住民協働による適正な維持管理の推進
・伝統芸能の育成と地域コミュニティづくり

【羽黒】
1) 観光の振興
・出羽三山・修験の里再生による歴史文化の継承と発信
・松ヶ岡開墾場の歴史的環境保存活用による地域活性化
・映画ロケ支援等観光連携による周遊・滞在型観光ルート
の整備
2) 農業の振興
・条件不利地、遊休農地の再生と活用
・都市と農村の交流の推進による地域活性化
・園芸作物の産地強化による振興

【櫛引】
1) フルーツの里づくり
・果樹生産基盤の施設等整備に係る支援
・フルーツの里ブランド化の推進
・観光果樹園の拡大とネットワーク化
・果樹栽培農家の後継者対策としての樹園地流動化
2) グリーン・ツーリズムと観光の推進
・都市農村交流による農業理解の促進と農産物等の販路拡
大への取組み支援
・民宿村構想の促進支援
・援農ボランティアやワーキングホリデー、ファームステ
イ等多様な受入メニューの調査検討へ
３) 歴史・文化の里整備
・黒川能における有形・無形の文化財としての価値の継承
支援
・丸岡城跡と加藤清正・忠廣ゆかりの歴史遺産継承の取組
みによる交流人口の拡大
・魅力ある地域資源を地域全体で活用した賑わい創出支援

【朝日】
1) 山の恵みを生かした複合農業の推進
・山ぶどう加工品開発の促進
・「山の恵み」産地化の促進
・再生可能エネルギーを活用するための基盤づくり
2) 山村生活文化の継承による地域づくり
・六十里越街道「癒しと再生の道」づくり
・自然体験学習活動の推進
・観光資源の再生と活用

【温海】
1) あつみ温泉の振興
・おもてなしの景観づくりの推進
・温泉周辺観光スポットの整備
・人材の育成（コーディネート機能の確立）
2) 海・水産業を生かした地域振興
・新鮮な魚介類のＰＲとブランド化の推進
・水産加工品の研究開発
・海洋レジャー基地としての環境整備
3) 交流を核とした地域振興
・インターチェンジ周辺の土地利用の推進
・温海地域全体をフィールドとした体験プログラム
の開発と指導者養成
・体験型・滞在型旅行や教育旅行の誘致に向けた環
境整備とＰＲ
・地域内連携による地産地消の推進
・温海かぶ、しな織等地域特産品の活用と育成

鶴岡市総合計画後期基本計画（案）から
地域振興のビジョンに基づく施策



藤
島
公
民
館
で
７
日
、

鷺
畑
山
古
墳
調
査
会
長
・

川
崎
利
夫
氏
が
「
鷺
畑
山

古
墳
と
歴
史
的
意
義
」
を

講
演
、
急
な
お
知
ら
せ
に

も
か
か
わ
ら
ず

余
人
が

50

集
ま
る
盛
況
で
し
た
。

荘
内
日
報
・
山
形
新
聞

・
読
売
新
聞
各
社
も
取
材

し
、
荘
内
日
報
は
「
庄
内

の
古
代
史
語
る
上
で
重
要
」

の
見
出
し
で
詳
細
に
報
じ

て
い
ま
す
。

県
内
古
墳
は
７
４
３
基
、

最
上
は
な
く
庄
内
も
鷺
畑

山
の
４
基
含
め
て
６
基
と

少
な
い
、
規
模
は

ｍ
の

96

稲
荷
森
古
墳
南
陽
市)

が
最

大
、
最
古
は
横
山
古
墳(

米

沢
市)

で
４
世
紀
前
半
、
古

墳
時
代
は
３
世
紀
中
頃
か

ら
７
世
紀
中
頃(

大
化
改

新)

で
す
。

埋
葬
施
設
は
木
棺
・
石

棺
・
石
室
と
変
化
し
、
形

態
は
箱
型
・
長
持
な
ど
で

銅
鏡
・
刀
剣
・
玉
類
な
ど

が
副
葬
さ
れ
て
い
ま
す
。

庄
内
の
古
墳
時
代
遺
跡

は
、
集
落
は
、
藤
島
地
域

に
は
三
和
・
石
欠(

鷺
畑)

、

鶴
岡
市
西
南
部
の
矢
馳
・

山
田
・
清
水
新
田
な
ど
、

飽
海
は
酒
田
市
関
に
あ
り

ま
す
。

そ
の
わ
り
に
古
墳
が
少

な
く
、
鷺
畑
山
以
外
は
菱

津
の
長
持
形
組
合
石
棺
、

庄
内
町
槇
島
の
箱
式
石
棺
、

い
ず
れ
も
石
棺
だ
け
で
墳

丘
・
副
葬
品
が
あ
り
ま
せ

ん
。鷺

畑
山
古
墳
群
だ
け
が

現
存
す
る
唯
一
の
古
墳
で

す
。一

号
墳
は
径

ｍ
・
高

26

さ
３
ｍ
、
周
溝
が
あ
る
県

内
で
は
中
規
模
の
円
墳
で

す
。木

棺
２
ケ
の
埋
葬
可
能

性
も
あ
り
、
有
力
首
長
と

集
団
が
あ
っ
た
と
推
定
さ

れ
、
今
後
の
調
査
で
庄
内

古
代
史
が
解
明
さ
れ
る
で

し
ょ
う
。

以
上
が
講
演
要
旨
で
す
。

な
お
、
発
掘
調
査
報
告

書
は
３
月
末
日
発
行
、
２

０
０
円
頒
布
予
定
と
の
こ

と
、
問
い
合
わ
せ
は
東
田

川
文
化
記
念
館
に
。

◇

◇

新
会
長
に
大
井
茂
さ
ん

東
田
川
文
化
記
念
館
郷
土

研
究
サ
ー
ク
ル
第

回
総

18

会
開
く

鈴
木
隆
さ
ん
に
代
わ
っ

て
大
井
茂(

川
尻)

さ
ん
が

会
長
に
就
任
し
、
奥
津
軽

一
泊
研
修
な
ど
の
事
業
、

引
き
続
き
古
文
書
・
郡
政

・
遺
産
探
訪
の
グ
ル
ー
プ

活
動
の
推
進
な
ど
を
決
め

ま
し
た
。

本
流
に
言
え
ば
邦
人
救
出

と
い
う
話
だ
と
言
っ
て
擁

護
、
邦
人
保
護
の
た
め
な

ら
、
自
衛
隊
が
他
国
領
土

に
入
る
こ
と
は
当
然
と
い

う
姿
勢
を
示
し
た
の
で
あ

る
。共

産
党
志
位
委
員
長
は
、

ロ
シ
ア
駐
日
大
使
に
、
軍

事
介
入
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

主
権
と
領
土
保
全
を
侵
害

す
る
侵
略
、
外
部
か
ら
の

い
か
な
る
軍
事
介
入
も
排

し
、
国
内
の
当
事
者
間
で

平
和
的
に
解
決
す
る
と
い

う
見
解
を
伝
え
中
止
を
求

め
て
い
る
。

戦
前
日
本
の
政
権
は「
邦

人
保
護
」「
権
益
保
護
」
な

ど
の
名
目
で
侵
略
戦
争
を

始
め
進
め
た
の
で
あ
る
。

「
日
本
を
と
り
戻
す
」、
安

倍
政
権
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で

あ
る
。
私
は
、
そ
れ
は
戦

争
す
る
戦
前
の
軍
事
国
家

日
本
を
と
り
戻
す
こ
と
だ

と
考
え
て
き
た
。
集
団
的

自
衛
権
の
解
釈
改
憲
、
靖

国
参
拝
、
教
委
制
度
改
革

な
ど
み
な
こ
の
路
線
上
に

あ
る
。
今
回
の
石
破
発
言

は
そ
の
極
で
言
語
道

断
で
あ
る
。
あ
る
咄

家(

は
な
し
か)

は
「
不

『
安
倍
』
増
」
政
権

と
痛
切
に
揶
揄(

や

ゆ)

し
て
い
る
。

申
告
し
な
い
と
役
所
で
は

わ
か
ら
な
い
こ
と
で
す
か

ら
、
税
額
が
小
さ
く
な
ら

な
い
か
ら
で
す
。
で
す
か

ら
源
泉
税
が
な
く
還
付
を

考
え
な
く
て
も
い
い
人
で

も
、
役
場
に
市
民
税
の
申

告
は
す
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

▼
な
お
、
医
療
費
控
除
は

何
回
も
お
知
ら
せ
し
た
よ

う
に
、

万
円
を
越
え
た

10

分
が
控
除
さ
れ
る
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
ヨ
。
所
得
の

５
％
又
は

万
円
を
越
え

10

た
分
と
い
う
こ
と
で
す
。

思
っ
て
い
た
よ
り
薬
代
は

多
く
な
っ
て
い
る
も
の
で

す
か
ら
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
一
家
族
の
分
は
合
計
し

て
誰
が
使
っ
て
も
い
い
も

の
な
の
で
す
。
所
得
税
の

還
付
を
受
け
る
場
合
は
、

細
部
ま
で
の
計
算
が
必
要

で
す
が
、
市
民
税
の
場
合

は
全
部
出
し
て
さ
え
お
け

ば
、
５
％
ウ
ン
ヌ
ン
は
課

税
の
際
、
機
械
が
判
断
す

る
こ
と
で
す
か
ら
、
と
り

あ
え
ず
出
し
ま
し
ょ
う
。

▼
申
告
し
な
い
と
節
税
に

な
り
ま
せ
ん
で
す
。（
石
川
）

「
邦
人
保
護
の
た
め
な
ら
自
衛
隊

が
他
国
領
土
に
入
る
こ
と
は
当
然
」

こ
こ
ま
で
来
た
安
倍
政
権
の
本
音
、
し
ん
ぶ

ん
赤
旗
の
み
報
道

―
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
を
読
ん
で

青
山

崇

市
民
税
も
申
告

あ
な
た
の
今
年
の
税
金

の
申
告
は
、
い
か
が
で
し

た
か
ナ
。
私
は
毎
年
確
定

申
告
で
還
付
を
受
け
て
い

ま
し
た
が
、
今
回
は
ど
う

鉛
筆
を
舐
め
て
も
３
千
円

程
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
計
算
に
な
る
の
で
、
確

定
申
告
書
を
出
さ
な
い
こ

と
に
し
ま
し
た
。

▼
そ
れ
で
い
い
の
か
と
思

う
人
が
い
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
一
般
的
に
は
公
的

年
金
収
入
が
４
０
０
万
円

以
下
で
、
公
的
年
金
以
外

の
所
得
が

万
円
以
下
の

20

人
は
、
確
定
申
告
の
必
要

は
な
い
、
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
。
だ

か
ら
私
は
不
正
を
し
た
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
ヨ
。

▼
し
か
し
、
こ
れ
で
終
わ

っ
て
は
本
当
の
節
税
に
は

な
り
ま
せ
ん
の
で
、
市
民

税
の
申
告
書
を
役
場
に
出

し
ま
し
た
。
な
ぜ
本
当
の

節
税
に
な
ら
な
い
か
と
い

う
と
、
医
療
費
や
生
命
保

険
、
地
震
保
険
な
ど
は
、

荘
内
日
報
（
↑
）
と
山
形
新
聞
（
→
）
に
掲
載
さ

れ
た
（
３
月
９
日
付
け
）

鷺
畑
山
古
墳
発
掘
報
告
講
演
会

ロ
マ
ン
と
感
銘
与
え
て
、
盛
会
に
終
え
る

ど
の
全
国
紙
も
報
じ
な

か
っ
た
石
破
幹
事
長
の
発

言
。
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
の
み

が
３
月
４
日
付
で
報
道
し

た
。
ロ
シ
ア
軍
の
自
国
民

保
護
名
目
で
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
略
に
か
ん
し
て
で
あ

る
。
ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
自

国
民
保
護
で
あ
っ
て
、
日
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